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※ 次回の「弘法さん」縁日は９月８日 (火 ) です。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
先
月
は
豪
雨
、

今
月
は
異
常
な
猛
暑
。
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
は
岡
崎
市
か
ら
豊
川
市
に
入
り

ま
す
。

★
近
藤
勇
首
塚

   

三
十
三
・
三
十
四
番
か
ら
国
道
一
号
線
を

南
東
方
向
に
さ
ら
に
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進

む
と
、
旧
東
海
道
五
十
三
次
の
ひ
と
つ
本
宿

近
く
に
あ
る
の
が
別
格
三
十
五
番
、
大
神
光

二
村
山
法
蔵
寺
。
浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
お

寺
で
す
。
背
後
に
二
村
山
を
擁
し
て
い
ま
す
。

   

当
寺
は
文
武
天
皇
（
六
八
三
～
七
○
七
年
）

の
祈
願
所
と
し
て
出
生
寺
と
い
う
寺
号
を
賜

っ
て
い
た
古
刹
。

   

一
三
八
七
年
（
嘉
慶
元
年
）
、
松
平
親
氏

（
松
平
八
代
の
初
代
、
家
康
の
先
祖
）
が
諸

堂
宇
を
再
建
し
た
際
に
法
蔵
寺
に
改
名
し
ま

し
た
。

   

徳
川
家
康
が
幼
少
期
（
竹
千
代
時
代
）
に

当
寺
で
文
字
を
学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
手

習
い
用
の
紙
を
乾
か
す
た
め
に
利
用
し
た
御

草
紙
掛
松
が
あ
り
ま
す
。

   

当
寺
に
は
新
撰
組
隊
長
、
近
藤
勇
の
首
塚

も
あ
り
ま
す
。
筆
者
も
当
寺
を
訪
問
し
た
際

に
そ
れ
を
聞
き
、
「
ど
う
し
て
か
な
」
と
不

思
議
で
し
た
。

   

幕
末
、
近
藤
勇
は
甲
斐
の
国
や
勝
浦
で
官

軍
に
敗
れ
て
捕
縛
さ
れ
、
武
蔵
板
橋
で
斬
首
。

そ
の
首
は
京
都
三
条
河
原
で
さ
ら
し
首
に
さ

れ
ま
し
た
。

   

伝
承
に
よ
れ
ば
、
そ
の
首
を
か
つ
て
の
同

士
、
斉
藤
一
（
別
名
・
山
口
二
郎
）
が
奪
い
、

新
撰
組
ゆ
か
り
の
宝
蔵
寺
（
新
京
極
裏
町
）
の

称
空
義
天
和
尚
に
埋
葬
を
頼
ん
だ
そ
う
で
す
。

   
し
か
し
、
同
和
尚
は
そ
の
直
前
に
法
蔵
寺

三
十
九
代
貫
主
に
転
任
が
決
ま
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
近
藤
勇
の
首
を
密
か
に
京
都
か
ら

当
地
に
運
び
、
首
塚
を
つ
く
っ
て
供
養
し
た

そ
う
で
す
。

　

本
尊
（
三
十
五
番
）
阿
弥
陀
如
来

　

ご
詠
歌　

空
海
の　

築
き
し
庵　

二
村
の

大
悲
ま
し
ま
す　

六
角
の
堂

★
隠
居
寺

   

十
五
番
法
蔵
寺
の
山
門
に
登
る
階
段
の
下

に
、
三
十
六
番
、
二
村
山
勝
徳
寺
が
あ
り
ま

す
。
や
は
り
、
浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
お
寺

で
す
。

   

法
蔵
寺
は
別
格
と
名
の
つ
く
大
寺
院
で
し

た
の
で
、
か
つ
て
寺
内
に
賀
勝
軒
と
い
う
庫

裏
と
威
徳
院
と
い
う
別
院
が
あ
り
、
法
蔵
寺

の
住
職
が
交
替
す
る
と
、
前
住
職
が
賀
勝
軒

や
威
徳
院
に
移
り
住
ん
だ
そ
う
で
す
。
言
わ

ば
隠
居
寺
。

   

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
、
賀
勝

軒
と
威
徳
院
が
統
合
さ
れ
、
現
在
の
勝
徳
寺

に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
本
尊
（
三
十
六
番
）
阿
弥
陀
如
来

　

ご
詠
歌　

あ
り
が
た
や 

光
明
真
言

と
な
え
つ
つ 

登
り
て
お
が
む 

二
村
の
山

★
船
山
古
墳

   

三
十
六
番
か
ら
再
び
国
道
一
号
線
に
戻
っ

て
南
東
方
向
に
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
豊
川

市
に
入
っ
て
追
分
交
差
点
を
左
に
進
む
と
国

府
（
こ
う
）
上
宿
の
集
落
に
三
十
七
番
、
天

神
山
法
厳
寺
が
あ
り
ま
す
。
真
言
宗
醍
醐
派

の
お
寺
で
す
。

   

永
禄
年
間
（
九
六
八
～
九
八
九
年
）
に
三

河
太
守
、
大
江
定
基
の
祈
願
所
と
し
て
寺
禄

を
与
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

   

す
ぐ
近
く
に
船
（
舟
）
山
古
墳
。
東
三
河

地
方
で
最
大
規
模
の
古
墳
で
あ
り
、
五
世
紀

後
半
頃
の
築
造
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

   

被
葬
者
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

雄
略
天
皇
時
代
に
穂
国
造
（
ほ
の
く
に
み
や

つ
こ
）
に
任
命
さ
れ
た
菟
上
足
尼
（
う
な
か

み
の
す
く
ね
）
の
墓
所
と
す
る
説
が
あ
り
ま

す
。
因
み
に
、
穂
国
は
邪
馬
台
国
説
も
あ
る

東
三
河
に
あ
っ
た
古
代
国
家
で
す
。

   

古
墳
は
姫
街
道
（
東
海
道
脇
往
還
）
沿
い

に
位
置
し
、
当
地
は
国
府
、
国
分
寺
、
国
分

尼
寺
が
集
ま
る
律
令
制
下
の
三
河
国
中
心
地
。

   

か
つ
て
は
古
墳
の
周
り
に
十
三
ヶ
寺
が
建

ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
法
厳
寺
も
そ
の
一
寺

を
縁
起
と
す
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

   

三
十
八
番
は
境
内
の
金
剛
殿
で
す
。

　

ご
本
尊
（
三
十
七
番
）
不
動
明
王

　

ご
本
尊
（
三
十
八
番
）
弘
法
大
師

　

ご
詠
歌　

詣
る
よ
う 

詣
れ
る
人
の

神
の
宿　

光
を
う
く
る 

法
厳
の
寺

★
女
ぎ
つ
ね
の
し
か
え
し

   

三
十
八
番
か
ら
姫
街
道
を
東
に
進
む
こ
と

約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
三
十
九
番
は
小
林
山

快
泉
院
。
真
言
宗
醍
醐
派
の
お
寺
で
す
。

   

一
六
八
九
年
（
元
禄
二
年
）
の
開
創
時
は

快
楽
寺
と
呼
ば
れ
た
当
寺
は
古
く
か
ら
近
隣

集
落
の
祈
祷
所
と
し
て
親
し
ま
れ
、
江
戸
時

代
に
は
寺
子
屋
も
開
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

   

雌
狐
を
驚
か
せ
た
住
職
が
仕
返
し
を
さ
れ

る
「
女
ぎ
つ
ね
の
し
か
え
し
」
と
い
う
民
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

   

四
十
番
は
本
堂
南
に
あ
る
遍
照
殿
で
す
。

　

ご
本
尊
（
三
十
九
番
）
不
動
明
王

　

ご
本
尊
（
四
十
番
）
弘
法
大
師

　

ご
詠
歌　

野
を
も
す
ぎ　

林
も
行
き
て

快
楽
の 

不
動
の
威
力 

た
の
ま
ぬ
は
な
し

★
豊
川
稲
荷
の
妙
厳
寺

   

来
月
は
三
河
新
四
国
の
別
格
霊
場
、
圓
福

山
妙
厳
寺
に
行
き
ま
す
。
豊
川
稲
荷
と
し
て

知
ら
れ
る
妙
厳
寺
。
曹
洞
宗
永
平
寺
派
の
お

寺
で
す
。
乞
ご
期
待
。

   


